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日本機械学会は今年,倉u立 100周 年 を迎 え,記 念祝賀会

を初めいろいろな行事が企画 されているが, その一環 と し

て記念出版物 「機械工学 100年 のあゆみJの 出版が予定さ

れている 昨 年 9月 , この記念出版物の中で 「熱工学のあ

ゆみJの 執筆担当者である東工大の越後亮三教授か ら電話

をいただき,第 1回 燃焼 シンポ ジウムが 1963年 (昭和 38

勾 に開催 された ことの確認を求められた ま た本年 4月 】

この記念出版物の記事の中の 「燃燃工学の 100年 Jと いう

節の執筆担 当者である阪大の高 域敏美教授か らも同じ よう

な問い合わせ をいただいた そ こで手元 にある資料を再調

査 し,か つ小生の記憶 をもとに, 日本で燃焼 シンポジウム

が開催 され るようになった経緯 をまとめ,高 城教授に報告

した ところ,日 本燃焼学 会編集委員会 もこの問題に関心を

示 し, 同委員会か ら日本燃焼シンポジ ウムの生い立ちにつ

いて の原稿 を提出す るように との依 頼 をいた だいた ので,

簡単にこの経緯を報告する

燃焼 シンポジウムは,1965年 (昭和 40o12月 に日本化

学会講堂で開催 された第 3回 燃焼 シンポジウムか ら,今 日,

第何 回燃 焼 シ ンポ ジウム と呼ばれて いる正式 の名称 にな

り,か つ第何回燃焼 シンポジウム前 刷集が発行 され るよう

になった し たがって第 1回 】第 2回 燃焼シンポジウム と

いう名称の シンポジウムは開催 されてお らず, この間の事

情を調べてみると,1963年 (昭和 38勺 12月 に, 日本化字

会講堂 で,第 10回 国際燃焼シンポジウム提 出論文発表 会

を兼ねて, 日本燃焼研 究会燃焼 シンポジウム という名称の

シンポジウムが開催 されてお り,12衛 の論文が発表 されて

いる(発表論文の概要が 「燃焼研究J第 6号 ,1964年 4月

発行,pp 57 84に ,昭 和 38年 度 燃焼シンポジウム発表論

文概要 として掲載 されている)引 き続 き 1964年 (昭和 39

勾 12月 に, 日本化学会講 堂で, 日本燃焼研究会, 日本化

学会, 日本機械学会 共催の燃焼シンポジウムが開催 され,

21篤 の論文が発表 されている (発表論文の一 覧表が 「燃焼

研究J第 9号 ,pp 45 46に ,昭 和 39年 度燃焼 シンポジウ

ム発表論文 一覧表 として掲載 されて いる)な お このシ ン

ポジ ウムか ら日本 機械 学会 が積極的 に参加す るよ うにな

り,同 学会の燃 料 燃 焼部門企画, 日本燃焼研 究会, 日本

化学会共催 として, この燃焼シ ンポジウムのプログ ラムが

日本燃焼シンポジウムの生い立ち
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日本機械学 会話に掲載 され,か つ同学会 の尽力で発表論文

の前刷集が 自1刷発行 されてお り,今 日の燃焼 シンポジウム

の形式が この時期に確 立 されたことになる 1965年 か ら,

日本 学術会議燃焼研 究連絡委 員会が委員会の職務 と して,

燃焼 シンポジ ウムの企画,開 催 に深 く係 わるよ うにな り,

シンポジウムに明確な名称をつ ける必要が生 じてきた そ

こで 関係 者でい ろい ろ検討 を行 った結 果,1963年 ,1964

年 に開催 されたシンポジウムをそれぞれ第 1回 燃17Lシンポ

ジウム,第 2回 燃焼シンポジウム と読み替えて,1965年 に

開催 され るシンポジウムを第 3回 燃焼 シンポジウム とい う

名称にす る ことの合意が得 られ たようで,以 降 , この命名

方式で燃焼 シンポジウムが継承 されてきている こ のこと

は,1928年 ,1937年 にアメ リカで 開催 され た燃焼の シン

ポジウムを,第 2次 大戦後 になって, それぞれ第 1回 燃焼

シンポジウム,第 2回 燃焼 シンポジウムと呼称され るよう

になったの と同じプロセスを踏襲 したことなる・)

昨年 ,越 後教 授か ら問い合 わせがあった とき,「1961年

に第 1回 ,1963年 に第 2回 ,1965年 に第 3回 のシンポジ

ウムが開催 され,以 後,毎 年開催 され るようになったJと

返事を したカポのぅ 日 本で燃焼シンポジ ウムが開催 されるよ

うになった起源を振 り返 ってみると,1960年 に開催 された

第 8国 国際燃燃シンポジウムに提出する論文に対する国内

での討論会 (1959年 12月 ,学 士会郎別館で開催)に 始 まっ

ていることに気がつ く 当 時,国 際燃焼シ ンポジウムで発

表 される日本か らの中込論文は数篇に過 ぎなかったが, こ

れ らの研究論文について,予 め国内の燃焼研究者に情報公

開 し,有 用 な討論 を受 けておいたほ うがよいのではないか

とい う当時の 日本 燃焼研究 会会長の矢木 栄教授の ご意 向

で, この討論会 が開催 された こ の討論会 に予期以_ヒの多

くの会員が 出席 し,非 常に好評 であ り,次 回以降の国際燃

焼 シンポジ ウムに対 して も実施 して欲 しい との希望 も多か

つたので,1962年 の第 9回 国際燃焼シンポジウムに提出す

る論文に対 する国内での公開討論会 を, 日本 におけ る最初

の燃焼シンポジ ウム と位置づけ,1964年 の第 10回 国際燃

焼シ ンポ ジウムに提出する論文 に対 する国内での討論 会

(1963年 12月 開催予わ を第 2回 の燃焼シンポジウムにし

ようとす る計画が考えられていた 事 実,第 9回 国際燃焼
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シンポジラム提出論文発表会が,予 定 より1カ 月余 り遅れ

たが,1962年 1月 に日本化学会講堂で開催 され,前 回より

もさらに多 くの会員が出席 し,活 発な討論 ,質 疑応答が 行

われ, このような講演討論会 に多大の関心が もたれるよう

になった そ の結果, このような講演討論会を,国 際燃焼

シンポジウム提出論文発表会 に限定することな く,一 般会

員の研究論文発表の場に して欲 しい との要望 が強 くな り,

次回の講演討論会 は,第 10回 国際燃焼シンポジウム提 出

論文発表会を兼 ねて,1963年 12月 に日本燃焼研 究会昭和

38年 度燃焼 シンポジウムと命名 されて開催 されている 日

本の燃 焼シンポ ジラムが年 末の 12月 に主 として開催 され

るようにな ったのは, 論文の国際燃焼 シンポジウム提 出期

限か ら遊算 して決められたのは間違いのない事実で, 日本

の燃焼 シンポジウムの生い立ち に,国 際燃焼シ ンポジウム

の開催が密接 に関連 していた ことが窺われる

以上のような経緯で,第 1回 燃焼シンポジウム,第 2回

燃焼 シンポジウム とい う名称の シンポジラムが存在 してい

ないので,第 1回 を 1961年 にとるか,1963年 に とるかは
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意見の分か れるところであるが ,今 となって は 存 在す る

文献や資料な どか らみて,既 に指摘 したように,1963年 に

とつたほうがよさそうである

この度,越 後教授,高 城教授の問題提起 により再調 査 を

行い,現 在 ,毎 年盛況に開催 されている日本 の燃焼シンポ

ジラムの生 い立ちを明かにする ことがで きた な お本文を

経 めるにあた り,昭 和 39年 に開催 された 「燃焼シ ンポジ

ラム」に関す る貴重な資料 (日本機械学会誌 に掲載 され た

プログ ラムおよび前刷集)を 提供 していた だいた拓殖 大学

の堀守雄教授に厚 く御升L申 し上げます
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